












とめた平成 23 年度「学術情報基盤実態調査 1）」
によると、図書館運営費が減少傾向にあるのに
対し、電子ジャーナルに係る総経費は増加傾向
が続いている。さらに EBSCO 社は 2013 年の






図 1   学術コミュニケーションの流れ




　　On October 1, 2012, The Institutional Repository of Hachinohe Institute of 
Technology was established. It aim to collect, archive and open to the public our 
achievement. The Repository system was developed with JAIRO Cloud Service 
provided by National Institute of Informatics. We will promote the use of the 
Repository as the place to extend our achievement.
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は 2012 年 11 月 30 日時点のデータであるため、
今年度はまだ増加すると見込まれる。本学でも、


















































35 27 16 22 13 45
機関リポジ
トリ数（件）
48 83 110 126 148 161 206
図 2  八戸工業大学学術リポジトリトップページ
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八戸工業大学学術リポジトリ構築と今後について（笹山・熊谷）
で検討を重ね、平成 23 年 11 月に機関リポジト
































表 2  2012 年 12 月現在の登録コンテンツ
タイトル 巻号
八戸工業大学紀要 第 1-31 巻
八戸工業大学エネルギー環境システム研
究所紀要 第 1-10 巻
（異分野融合科学研究所紀要を含む）
八戸工業大学構造工学研究所紀要 第 1-13 巻























































































































Web サ イ ト「SHERPA/RoMEO - Publisher 
copyright policies & self-archiving 7）」 で 調
べることができる。国内の学協会については
Web サイト「学協会著作権ポリシーデータベー







































































































































































ことを目的とし平成 24 年 10 月 1 日に試験運用を開始した。システムの構築にあたっ
ては、国立情報学研究所が提供する共用リポジトリサービス JAIRO Cloud を利用し
た。今後は、他機関システムとの連携による本学リポジトリへのアクセスルート拡大、
一般ユーザーによるコンテンツ登録など、利用者の立場で利便性向上に努め、学術成
果の発信拠点として本学リポジトリの利用促進をはかるものである。
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